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1. 行政関係者等との意見交換会
兵庫県との行政懇談会

公明党政策要望懇談会
令和５年７月14日(金)
　原田会長、髙谷副会長、林副会長、菅原専務理事が出席し、伊藤孝江参議院議員、高橋光男参議院議員、越田浩矢
兵庫県議会議員をはじめとする公明党議員と懇談しました。公共工事設計労務単価や物価情勢を考慮した設備予算の
確保など３項目を要望するとともに、意見交換を行いました。

2. 協議会等の実施
第1回兵庫県建設業育成魅力アップ協議会
令和５年７月14日(金)
　髙谷副会長が出席し、設備業界への入職促進やＰＲなど今年度検討している事業について報告を行うとともに、担い
手確保の取組状況について情報交換を行いました。

合同委員会
令和５年６月13日(火)
　今年度から新たに組織する委員会メンバーが一堂に集い、６つの委員会に
分かれて、今後の活動方針、事業計画等を検討しました。

令和５年度協会事業

3. 協会事業の実施

 1級管工事施工管理技術検定（学科）試験「実力テスト」（技術環境委員会）
　今年度から受験希望のある各企業で「実力テスト」を実施し、自己採点を行う方法に変更となりました。令和５年7月～
8月にかけて「実力テスト」を行い、14社31名が参加しました。

令和５年８月29日(火)
　松浦まちづくり部次長、小池設備課長、中野契約管理課長をはじめとす
る兵庫県幹部職員と兵庫県空調衛生工業協会及び兵庫県電業協会の
会長、副会長、各委員会委員長などによる行政懇談会が開催されました。
公共工事設計労務単価や働き方改革、入札制度の見直しなど、当面する
５つの課題について協議や意見交換を行いました。
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第４８回通常総会において、理事１９名、監事２名の２１名の役員が選任されました。また引続き
開催された理事会において、原田会長、髙谷副会長、林副会長が選定されました。

　理事会におきまして、当協会の会長を仰せつかりました株式会社
原田工業所の原田でございます。
　このような大役が私に務まるのかと、不安と共に身の引き締まる
思いで一杯です。
　わたくしは2年間、神田会長、そして8年間、山口会長のもと、副会
長として10年間、協会運営に携わってまいりました。今日そのバトン
を山口会長から渡され、その意思を受け継ぎ協会会員の皆様と共
に当協会、設備業界の発展のために邁進してまいりたいと思います
ので、ご支援ご協力のほど、何とぞよろしくお願いいたします。
　この3年間はコロナ禍の中、業界活動も思うようにできませんでし
たが、コロナも5類に引き下げられ、以前のように人数制限もなく、
4年前と同じ形で懇親会が開催されること大変うれしく思っておりま
す。本日は兵庫県の服部副知事様をはじめ兵庫県幹部の皆様、顧問
の先生方、関係団体の皆様、会員・賛助会員の皆様、多数ご出席い
ただきありがとうございます。

　さて、現在はコロナ禍前の状況に戻りつつありますが、昨年始まっ
たロシアのウクライナ侵攻に伴い、コロナ禍に追い打ちをかけるよう
に、エネルギー・資機材の高騰、遅延等が常態化しております。令和
5年度は、当協会も新体制になり、委員会活動も活発に行い、また、
数十年前にあった委員会「労務・資材委員会」を再度立ち上げ、資機
材の高騰に対しての調査、数十年来、近畿地区で兵庫県が最低に
なっている労務単価の引き上げに関する調査等もしていきたいと
思っております。そして、厚生労働省の建設労働者支援育成事業も
昨年度で補助事業としては終了となりましたが、今までの6年間の実
績を踏まえ、引き続き若年者・女性の入職促進、会員企業に就職し
た新入社員・若手社員への教育等を含めた新しい道筋を委員会で
検討していきたいと思っております。また、来年度から時間外労働時
間の罰則付き上限規制が建設業にも適用されます。
　まだまだ諸問題も山積しておりますが、兵庫県行政との年数回の
意見交換会を通じて当協会が申し入れていた入札制度もこの10月
より一部改正していただけることになりました。また、これからも今ま
で積み残した懸案事項、これからの諸問題等につきましても、協会と
して前向きに取り組んでいき、意見交換をしていきたいと思っており
ます。
　最後になりますが、引き続き当協会は、会員各位・関係団体と共
に、明るい未来への創出に向けて、少しでも前進できるように頑張っ
てまいりたいと思っておりますので、今後とも、ご協力のほど、よろし
くお願いします。

会長
原田　高幸
株式会社原田工業所

　この度、役員改選により副会長に就任しました髙谷でございます。
この３年間は新型コロナウイルスによる行動規制により、活発な活
動ができずにいました。今まで協会活動としては、広報委員長、総
務委員長と務めてまいりましたが、委員会の副委員長やメンバーに
助けられ、何とか務めることが出来たと実感しております。
　そのような中、この度副会長という大役を拝命することになり、重
責ではありますが、なんとか各理事や委員会のメンバーに支えても
らいながら、会長を補佐していきたいと考えております。
　また2024年4月からの労働時間の罰則付き上限規制は深刻な
問題であり、建設業の中でも施工管理者は長時間労働が常態化し
ています。またその中でも特に作業所の進捗状況や工期の遅れに
大きく影響を受ける設備工事の従事者にとっては、労働時間が長
時間化する要因は自責だけでないため、その対策対応が大変困難
な問題ではあります。しかし、これから若年者を業界に入職させてい
くためにも実現していかなければならない課題でもありますので、
兵庫県空調衛生工業協会として、発注者、関連企業、団体等と協議
しながら、具体的な方向性を示していきたいと思っております。
　ともあれ、兵庫県で設備工事をするプロ集団の業界団体として、
その存在意義を、協会として探し続けていきたいと考えております
ので、皆様の絶大なご支援をいただきますよう、今後共よろしくお
願いいたします。

　本年5月の通常総会での役員改正により、副会長の重職を仰せ
つかりました播州設備の林藤雄でございます。
　今年５月より新型コロナウイルスが５類に引き下げられ、ようや
く通常の日常を取り戻し行動制限も従来どおりになり、協会活動も
予定どおりに行えるかと思います。
　しかしながら、ロシアのウクライナ侵攻は終息の気配もないまま
世界的規模で様々な生産活動に影響がでており、各種資機材の高
騰は各所に影響を受けております。また、私たちの業界も10月にイ
ンボイス制度の導入、来年4月からは時間外労働の上限規制が適
用され、さらに厳しさが増していくかと思います。
　そのような状況下ではございますが、本年度からは労務・資材委
員会も増え、各委員会の顔ぶれも変わり、協会運営に変革がござい
ます。私自身も皆様の協力を得て全力を尽くす決意でおります。
　今後様々な事業を計画しております。本協会が意義ある団体とし
て運営していけるよう、会員の皆様には多数ご参加していただき、
ご理解、ご協力の程を改めてよろしくお願い申し上げます。

副会長
髙谷　俊則
三神工業株式会社

副会長
林　　藤雄
播州設備株式会社

　このたび、5月30日の（一社）兵庫県空調衛生工業協会第48回通
常総会をもちまして会長を退任いたしました。平成27年5月に会長
に就任し、4期8年間大過なく無事職責を果たすことができましたの
は、ひとえに皆様方のお力添えの賜物と心より感謝申しあげます。
　平成28年には日本空調衛生工事業協会全国会議を盛大に兵庫
県にて開催し、兵庫県の名を全国に大いにアピールし、また令和元
年には40周年記念式典も無事成功裏に終えることができ、協会会員
の結束、会員の増加に十分な成果を果たしております。
　振り返りますと、会長就任時は、現場で施工する建設業の将来に
わたる担い手の確保が大きな課題であり、協会内で取り組む委員会
を組織し、三田建設技能研修センター、建設業振興基金と連携し、人
材の育成と若年入職者の確保を目的に数年にわたり活動してまいり
ました。この間、我々の業務が建築躯体・意匠に対して、循環器系、神
経系統である重要な役割を担っていることを強調し、ビデオ・ポスタ

－・冊子等を作成しその啓発と実践に努めてまいりました。
　ところが、この3年間は新型コロナの蔓延により、協会会員の工事
への影響など大変な事態になり、十分な活動はできませんでした。令
和5年に入り、収まったきらいはみられますが、まだ油断してはならな
いと考えております。協会としては設備業の担い手確保に向け引き
続き新たな事業を展開していただくようお願いいたします。
　つい最近覚えた言葉ですが、『バタフライエフェクト』という言葉が
あります。蝶々の羽ばたきが世の中に影響するとは思えませんが、そ
のような小さな動きや働きかけが、世の中を大きく変える可能性が
あるということらしいです。例えばベルリンの壁の崩壊もそういう事例
で紹介されております。我々兵庫県空調衛生工業協会は、蝶々の羽
ばたきよりもより大きな活動ができると思います。目先のことももちろ
ん大事ですが、空調衛生工業協会10年、いや50年・100年の体系を
確立して大きな羽ばたきを残していただきたいと思います。　
　最後になりますが、自分の人生の原点であると思っている‘You’ve 
got a friend’という曲のテーマである素晴らしい友人、仲間たちと協
会を通じて巡り会い、最後の8年間は特に充実した時間を一緒に過
ごすことができました。そして一緒に色んなことに対処し、問題を解
決してまいりました。素晴らしい8年間をありがとうございました。

相談役
山口　敬三

会長就任挨拶 副会長就任挨拶

山口前会長退任挨拶
令和５年度 役員

会　　長　　原田　高幸　　株式会社原田工業所
副 会 長　　髙谷　俊則　　三神工業株式会社
　　　　　　林　　藤雄　　播州設備株式会社
専務理事　　菅原　　誠　　（一社）兵庫県空調衛生工業協会
理　　事　　井戸　裕之　　池水工業株式会社
　　　　　　犬賀　直樹　　株式会社トラスト
　　　　　　鵜飼　　徹　　株式会社うがい商店
　　　　　　圓奈　　猛　　株式会社圓奈
　　　　　　金海　勇希　　株式会社エイダブリューエンジニアリング
　　　　　　齊藤　保晶　　齊藤設備工業株式会社
　　　　　　佐藤　勝也　　株式会社イトーヨーギョー

理　　事　　髙井　豊司　　髙井工業株式会社
　　　　　　橋本　白民　　日新工業株式会社
　　　　　　平岡　秀文　　伊丹産業電設株式会社
　　　　　　藤井　一博　　藤井設備工業株式会社
　　　　　　松田　　守　　株式会社アスク
　　　　　　松本　雅稔　　株式会社スイカン
　　　　　　山本　恭兵　　山本鑿泉水道株式会社
　　　　　　山本　正幸　　邦設備工業株式会社
監　　事　　笠井　秀人　　日冷工業株式会社
　　　　　　上杉　輝之　　（一社）兵庫県空調衛生工業協会
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第48回 通常総会  懇親会第48回 通常総会 第４８回通常総会に続　いて懇親会を開催しました。新型コロナウイルスの５類移行に伴う規制が解除されたため、コロナ禍前と同様の立食形式で実施し、正会員８０名、賛助会員６９名を
含む１８０名が参加し、　懇親を深めました。

■ 来賓ご祝辞
　 兵庫県副知事　服部　洋平

■ 顧問ご祝辞
　 兵庫県議会議員　藤田　孝夫

　本日は第48回の通常総会の開催、誠
におめでとうございます。まずは、長年当
協会の会長を務められた山口様につき
ましてはなにかとお世話になり、お礼を申
し上げます。そして、新たに就任されまし
た原田様には今後ともよろしくお願いい
たします。そのまま引き継いでいただきた
いと祈っております。
　また、3月31日告示の統一地方選、兵

庫県議会選挙では自公でお互い協力し合いながら戦いました。こ
れからも引き続き気を引き締め、また、国政とともに反省するところ
は反省し、謙虚に実直に皆様方の意見を聴きながら県政に努めて
いきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
　さきほども服部副知事からもお話がありましたが、6年で300億
円と具体的なイメージを持っております。そして、物価高に関しては
今後、国がそれぞれ交付金など予算を計上していきます。一気に価
格高騰したので、実際、建築では1.3～1.4倍の価格になっています
ので、実質目減りになっているのではないかという意見もあります。
今後税収が上がってくることも含め、ともに頑張って、協力的に、効
率的な仕事をしていただけるように頑張らなければいけないと思っ
ております。懸案であった県庁建て替えに関しては、なかなか結論
が出ません。しかし、そこで行われる議論が劣化することのないよう
に議会としても頑張ってまいりたいと思います。県民代表たる議員
として、新たな価値を創造する責任を与えられたと思っていますの
で、皆様方の意見をくみ取りながら、力いっぱい県政発展のために
努めてまいりますので、引き続きのご支援をよろしくお願いいたし
ます。
　最後に、協会の皆様方が原田会長のもとに一致団結され、県政
の新たな発展に大いに寄与されることと、それぞれの企業がご健勝
にて発展されることを心から祈念申し上げてご挨拶とさせていただ
きます。本日は、おめでとうございます。

兵庫県議会議員　越田　浩矢
 　前任の松田一成議員が勇退されまし
て、顧問という大任を拝すことになりまし
た。まだまだなにもわからない若輩者で
はありますが、しっかりと皆様方のお役に
立てるように全力で頑張ってまいる決意
でございますので、どうぞよろしくお願い
いたします。
　また、私事で恐縮ではございますが、
先月選挙がございまして、大変な維新の

風が吹き荒れている中ではございましたが、皆様方のご支援をい
ただき、定数2という激戦区ではありましたが、四期目の当選を果た
すことができました。本当にありがとうございました。また、私は党の
渉外局長を拝しており、団体様からの様々なご要望をしっかり受け
止めながらどう実現していくか、ネットワークを活かしながら実現し
ていきます。皆様に喜んでいただける仕事で恩返しをしていこうと
考えております。お見知りおきいただきまして、気軽にどんどんお声
がけいただけるように頑張ってまいりますので、よろしくお願いいた
します。本日はご盛会、誠におめでとうございます。

　本日は兵庫県空調衛生工業協会の第
48回の通常総会が多くのご参加のもと、盛
大に開催されましたことを心よりお喜び申
し上げます。山口前会長、そして本日新しく
就任されました原田新会長をはじめ、協会
の皆様におかれましては県政全般、特に建
築住宅行政に格別なるご理解とご支援、そ
してご貢献を賜っておりますことをこの場
を借りて厚く御礼申し上げます。また、先日

の県功労者表彰では髙井理事におかれましては表彰受賞されまし
て、誠におめでとうございます。改めてこれまでの県政へのご貢献に
感謝申し上げます。
　さて、長く厳しかったコロナ禍ではありますが、今月8日の5類移行
に伴いましてこれからは各自が感染予防に気を配りつつ、通常の社
会経済活動を続けていく真の意味でのウィズコロナの時代を迎えた
と言えると思います。いよいよ2年後に迫りました大阪万博、そして
2030年頃を目指す神戸空港からの国際定期便の就航などを絶好の
機会と捉え、関西経済の好循環を回していかなければならないと
考えてございます。そんな中、兵庫県は「躍動する兵庫、新時代への挑
戦」と銘打ち、新しい時代の力を生む、人の流れを生み出す、そして、
一人一人に寄り添うという３つに重きをおいて進んでまいります。
　皆様に関連の深い建築設備関係においては、県有施設への投資
の強化として、県立学校の体育館や、選択科目で使う教室への空調の
整備、老朽化した設備の改築、さらには特別支援学校の整備などに6
年総額で300億円の投資を予定してございます。また、病院医療に関
しては、この3月に西宮総合医療センターの建築工事に着手いたしま
したほか、県立がんセンターはできるだけ早期に建設工事に着手で
きますよう現在入札手続きの準備を進めているところでございます。
また、3月には産業立地条例を改正いたしました。この中で、水素関連
をはじめといたします先端技術の分野にしっかり支援を拡充して、民
間企業の立地として設備投資を誘発したいと考えております。しっか
りと公共投資の予算の確保、そして民間投資の誘発に努めまして、ま
だまだ解決していない問題につきましても、しっかりと真摯に向き
合ってまいりたいと思います。会員皆様の長きにわたる豊富な経験と
知識によりまして、躍動する兵庫を目指します齋藤県政を引き続き支
えていただき、ご支援、ご協力を賜りますよう何卒よろしくお願い申し
上げます。
　結びとなりますが、兵庫県空調衛生工業協会の皆様、会員企業の
皆様方の今後のますますのご発展と、そして本日ご参加いただいた
皆様のご健勝でのご活躍を祈念いたしまして、簡単ではございますが
お祝いのご挨拶とさせていただきます。本日は誠におめでとうござい
ます。

■ 乾杯ご挨拶
　 兵庫県まちづくり部長　柴田　和弘

　僭越ではございますが、乾杯の発声の
音頭を取らせていただきます。
　関連団体ということでご出席された方
もいらっしゃるかと思いますが、1月の電
業協会の40周年記念式典でも、私は乾
杯発声の音頭を取らせていただきまし
た。その際、コロナウイルス感染症の第8
波の真っ只中ということもあり、心の中で
は元気よく、発声は控えめにお願いしま

すと檀上で申し上げたところです。あれから４か月が経ちました。さ
きほどからも何度も話していますが、2類相当から5類に位置づけ
が変更になりました。ただ変更になったからといって、コロナウイル
スがこの世の中から消えるわけではありません。やはり３年間の閉
塞感から解放された喜びは、皆さん、ひしひしと感じられるところで
はないかと思います。ということで、今日は元気よく乾杯の発声をし
ていたきたいと思います。
　少し、私たちまちづくり部の紹介をさせていただきたいと思いま
す。知事が掲げておられます「躍動する兵庫」の実現に向けて、私た
ちまちづくり部でできることとしましては、「安全・安心」、「魅力・挑
戦」、「持続・循環」の3本柱をもとにさまざまなことを展開している
ところです。その中心にあるのは、やはり建築ということになります。
いくら付帯工事が出来上がって、内外装がきれいに仕上がったとし
ても、その中に流れている設備がないことには、その建築物は機能
することはございません。ここにお集りの皆様方のご支援、ご協力は
我々まちづくり部にとっては必須のものであると考えておりますの
で、今後とも引き続き、ご支援、ご協力を賜りたいと考えております。

　令和５年５月30日にホテルクラウンパレス神戸において、第48回
通常総会が開催されました。正会員50社出席（委任状提出39社）
のもと、令和４年度事業報告・決算報告、令和５年度事業計画・収
支予算、任期満了に伴う役員改選の５つの議案が提出され、承認
されました。

　長年にわたり委員会活動などを通じて協会の運営や事業に参画
し、協会に多大な貢献をいただいた方に感謝状を贈呈しました。

　優秀な技術や技能を身に
つけ、設備工事の実績を持
ち、将来が期待される若手
技術者を表彰しました。

■ 会長感謝状贈呈

■ 若年者表彰

株式会社エイダブリューエンジニアリング　　　金海　勇希
株式会社新和商会　　　　　　　　　　　　　鮫島　和博
株式会社山口商会　　　　　　　　　　　　　武田　信二
株式会社ウチダ　　　　　　　　　　　　　　吉田　　清
黒崎水道建設株式会社　　　　　　　　　　　米井　珠見

池水工業株式会社
相川　勝成　
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　初の委員長拝命が未来ビジョン委員会ということで、分不相応な
役割を与えられ、多大なプレッシャーを感じております。
　前年度までの委員会は、大変熱意溢れる活動をされており感心
しきりでしたが、まさか自分がこの熱量高い委員会を担当するとは
夢にも思いませんでした。
　昨年度で「はじめての建築設備コース」の支援事業が終了しまし
たので、既存の事業もなく、暗中模索の中からの船出ですが、幸い
にも、県立ものづくり大学校にアプローチをかけたところ、住宅設
備コースのカリキュラム内で講義や業界PRの時間をご提供いただ
けるようになりましたので、まずはこちらに力を注ぐべく、活動をス
タートさせたところです。
　今期は、上記のような出前授業的な活動の推進をはじめ、業界・
会員企業の未来に繋がる取組みについて、良い意味で肩肘を張り
すぎず、「ちょうど良いくらいの熱量」で活動していく所存ですので、
温かく見守っていただけると幸いです。よろしくお願いいたします。

　広報委員会では、業界が抱えている課題について掘り下げ、皆さんが
興味を持てるようなテーマで記事を作成します。また、兵庫県にもご協力
いただき、竣工した施設や事業を紹介します。さらに、賛助会員企業が持
つ先端の技術や、それを駆使した施設などに積極的な取材を試み、業界
内外にホットなニュースを発信していきたいと考えています。
　そのためにも、広く会員企業の皆さん、賛助会員の皆さん、行政関係者
の方 と々の意見交換を大切にしてさまざまな情報を募っていきます。ご協
力のほど、よろしくお願いいたします。主な活動は、下記の４つになります。

1.広報誌　ゆう和の発刊
　年2回の夏号と冬号で協会活動を紹介します。
2.ホームページのリニューアル
　我々の協会がどのような団体なのか、どのような活動をしているのか、どのよ
　うなメンバーで組織されているのかなど、過去の協会活動も含め発信します。
3.協会リーフレットの整備
　協会の概要をまとめたリーフレットを整備します。
4.会員名簿の作成
　役員、委員会構成等会員企業の情報が掲載された名簿を整備します。

委員会紹介

技術環境委員会

　経営開発安全委員会では、毎年３つの大きな事業を開催してま
いりました。今年も例年同様の事業を企画しております。
　まず10月に労働安全衛生大会を予定しています。兵庫県労働局
労働基準部安全課より講師をお招きし、労働安全衛生講話を聴講
し労働安全への意識を高めてまいりたいと考えております。
　また11月には太平洋ゴルフクラブ六甲コースにてチャリティ親
睦ゴルフ大会を予定しております。このチャリティコンペも永年継続
事業であり、この会で集まった浄財を青少年育成事業に役立てて
いただいております。今年も60名以上の参加者を期待しております。
　そして１月には建設労働者確保育成研修会として、暴力団追放
兵庫県民センターのご協力で不当要求排除研修を予定しておりま
す。この研修は兵庫県建設工事入札参加に係る社会貢献活動にお
ける加点対象となっております。
　各事業共に会員企業に対する後方支援的な要素が強い内容で
すが、例年多くの会員の方にご参加いただいておりますので、より
充実した時間となりますよう努力してまいりたいと思います。

　技術環境委員会では、会員企業様への技術情報提供のため、次
の事業を計画しています。
1.技術研修会
　賛助会員様とタイアップを行い、特に新技術及び環境対策につ
　いての情報を会員企業様に広く知っていただくために、技術研
　修会を労働安全衛生大会と同時開催にて本年度も予定しています。
2.見学会
　コロナ禍の影響で昨年度まで開催ができていなかった見学会を、
　2024年2月頃での開催を目標に、現在訪問先の検討から始めて
　おり、年内には案内を送らせていただく予定となっています。実
　施の際には多くの会員の方々のご参加をお待ちいたします。
3.１級管工事施工管理技術検定  「実力テスト」
　会員企業の社員の方々に、公共工事において最も必要な管工事 
　施工管理技士資格を取得していただける機会を高めるため、一
　般財団法人地域開発研究所作成の模擬試験を無償にて実施し
　ています。本年度も7～8月に実施いたしました。

経営開発安全委員会

【総務委員会は縁の下の力持ち】

　コロナ前の活動に戻りつつあるなか、総務委員会は新しい委員
とともに活発な意見交換をし、私がこれまで影響を受けてきまし
た諸先輩方の気持ちを次の世代に伝えながらも、今までの慣習に
とらわれることなく一歩前進する活動をしていきたいと考えており
ます。
　総務委員会が担当している年に二回の総会・懇親会並びに新年
交礼会は、会員と行政、または会員同士を結ぶ社交場としての役割
が大きく、貴重な集まりの場と考えております。今後も有意義な時間
となるように工夫し、兵庫県空調衛生工業協会の会に出席して良
かったと思っていただけるよう、縁の下の力持ちとなり企画、運営し
てまいります。
　また、多種多様な職種で成り立つ設備業界ですので、このような
会が相互の繋がりを深め、業界発展の一助となれば幸いです。
　最後になりますが、今年度も引き続き、多くの会員の皆様に総
会・懇親会並びに新年交礼会にご出席賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。

総務委員会

令和５年５月２６日（金)
髙井工業株式会社　髙井　豊司

■ 令和5年度兵庫県功労者表彰

未来ビジョン委員会
　復活の労務・資材委員会です。
　委員一同、新鮮な気持ちで、近畿2府4県で最低である配管工の
労務単価の改善と、資機材の価格変動の情報収集に取り組みます。
労務単価につきましては、国や兵庫県に働きかけ、実情を説明した
うえで、その要因や単価を上げるポイント、テクニックを調査するこ
とから始めたいと思います。
　また、適正な価格での発注を行うことが適正な労務単価に繋がる
という考えもあり、入札制度の在り方についても協議をしていきます。
　資機材につきましては、来る2024年問題が収束するまでは、高
騰が続くと予想されます。賛助会員企業との窓口となり、会員へ向
けての情報発信も検討していきます。また、インフレスライドや単品
スライド等の要綱についての検証も、今後は課題となると考えます。
　若者が就職を希望するような、雇用環境の整った業界づくりを目
標に取り組みますので、ご協力をお願いいたします。

労務・資材委員会

広報委員会 新会員だより

　このたび兵庫県空調衛生工業協会に新たに加入させていただ
くことになりました木村と申します。
　弊社は2005年に創業して一般土木工事を主に従事して得意と
しています。「次の世代の為に無くてはならない存在を目指す」を
モットーに、新たに管工事業、給排水衛生設備工事を開拓していく
所存です。1級土木施工管理技士、給水装置工事主任技術者、1級
配管技能士を保有する中で新たに管工事業をもとに的確な計画、
施工、維持管理を行い、地域の発展に直結する給排水設備に力を
注ぎ、お客様のニーズに応えられるよう地域社会の発展に努めて
参りたいと思っております。
　今後も協会員の皆様のお力添えをいただきながら、社会に貢献
することを目指して一層の技術革新に取り組み、適正な施工の実
施を確保する事で、より安心で安全な生活を提供できる様、精進し
ていきます。諸先輩方にはご迷惑をおかけするとは存じますが、ご
指導、ご鞭撻いただきますよう、よろしくお願いします。

【会 社 名】 株式会社 平山建設
【代　　表】 木村　慎太郎
【所 在 地】 
本　　　社 〒679-3441 兵庫県朝来市羽渕773-6
TEL：079-678-1105
養父事務所 〒667-0125 兵庫県養父市大塚324
TEL 079-662-2072  FAX 079-662-2092
【事業内容】 一般土木工事､給排水設備工事

お知らせ

委員長 山本　正幸　　邦設備工業（株）

委員長 橋本　白民　　日新工業（株） 委員長 髙井　豊司　　髙井工業（株）

　委員長　平岡　秀文　　伊丹産業電設（株） 委員長　松本　雅稔　　（株）スイカン 委員長　井戸　裕之　　池水工業（株）

副委員長 齊藤　保晶　　齊藤設備工業（株）
副委員長 山本　恭兵　　山本鑿泉水道（株）
委　　員 安部　光弘　　安部電気工事（株）
委　　員 下井　宏之　　（株）本庄商会
委　　員 塚田　忠義　　三協設備（株）
委　　員 永尾　尚子　　田染設備工業（株）
委　　員 山口　智裕　　播磨設備（株）
委　　員 上内侍幸弘　　ダイキンＨＶＡCソリューション近畿（株）
委　　員 木村　裕昭　　ＴＯＴＯ（株）

副委員長 金海　勇希　　（株）エイダブリューエンジニアリング
副委員長 犬賀　直樹　　（株）トラスト
委　　員 青柳　　淳　　播磨環境管理センター（株）
委　　員 笠井　秀人　　日冷工業（株）
委　　員 鮫島　和博　　（株）新和商会
委　　員 林　里恵花 　　播州設備（株）
委　　員 政木　宇宙　　（株）明和工務店甲南営業所
委　　員 山本真梨子　　（株）原田工業所

副委員長 松田　　守　　（株）アスク
委　　員 岡本　史明　　（株）阪神設備工業所
委　　員 武田　信二　　（株）山口商会
委　　員 西　　昭好　　（株）但馬近畿工業
委　　員 山本　晃弘　　（有）山本水道
委　　員 吉田　　清　　（株）ウチダ
委　　員 田上　元英　　（株）熱技研通商
委　　員 中尾　義之　　テラル（株）

副委員長 鵜飼　　徹　　（株）うがい商店
委　　員 近藤　正也　　（株）神報建設工業所
委　　員 堀川　雅春　　（株）堀川忠義商店
委　　員 前川　裕春　　丹生工業（株）
委　　員 三枝　玄太　　（株）三枝設備工業所
委　　員 湯浅　　勝　　三樹エンジニアリング（株）

副委員長　圓奈　　猛　　（株）圓奈
委　　員　岡田　裕之　　（株）長村商会
委　　員　島津　秀伸　　ムツミ商事（株）
委　　員　久野　大介　　久野水道（株）
委　　員　松田　和彦　　（株）長田松田工業所
委　　員　元林　正継　　山本環境設備（株）
委　　員　高橋　英司　　渡辺パイプ（株）

副委員長　佐藤　勝也　　（株）イトーヨーギョー
副委員長　藤井　一博　　藤井設備工業（株）
委　　員　黒田　和宏　　伊丹産業電設（株）
委　　員　佐々木正信　　住田建設（株）
委　　員　中地　　綱　　アイオイ設備工業（株）
委　　員　溝口　一儀　　モンノ（株）
委　　員　山中　賢作　　ハリマ設備工業（株）
委　　員　米井　珠見　　黒崎水道建設（株）
委　　員　小川　裕之　　（株）ノーリツ
委　　員　小林　　充　　常盤電機(株)

　兵庫県では、県政の伸展、公共の福祉増進に功労のあった
方、その他広く県民の模範となった方を、知事が県民を代表し
て表彰しています。


